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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在の日本の学校教員が持つ「理科・科学の学習観」を、他国の学校教員
のものと対比させながら、これからの教育において重要とされる「主体的・対話的で深い学び」に向けて、教員
自身が自らの学習観を振り返りつつ、専門的成長へと繋げていくことの出来る方策として、現象学的アプローチ
の可能性を検討した。
研究の成果として、デンマーク・南アフリカの科学教員と比較して、日本の科学教員が「分かる・理解する」こ
とを教える中で重要視していることがわかった。また、現象学的アプローチが科学教育研究者の主体的なかかわ
りと振り返りを言語化する可能性を持っていることが示された。

研究成果の概要（英文）：This research focused on Japanese science teachers' views of science 
education on intercultural environment by using phenomenological approach. The aim was to contribute
 to "proactive, interactive, and authentic learning" which is important for the next generation 
education in Japan. This should also contribute to teachers` professional development reflecting 
their own views with phenomenological approach. 
The research revealed that Japanese science teachers focused on understanding the learning concepts 
in comparison with Danish and South African environment. 
The phenomenological research approach has a unique characteristics cultivating science teachers' 
own views as well as their teaching approaches. 

研究分野： 科学教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、科学教育における日本の文化的特徴として、デンマーク、南アフリカとの比較を通して、教員が「わ
かる・理解する」に着目している点を現象学的アプローチによって明らかにした。科学教育の文化研究におい
て、国際的にその研究手法が多岐に渡り、また、言語の違いによる研究成果の共有や議論の難しさがあった。本
研究は、学習者、教育者、研究者という異なる視座を現象学的アプローチにより検討することで、より深い考察
と議論ができる可能性を示し、一定の学術的意義をもたらすことが出来たと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学校教員は、児童・生徒にとって初めて接する社会であり、著しく変化する社会に応じながら、

その国・地域・文化における伝統を継承する場でもある。現在の学校教育では、主体的対話的で
深い学び（アクティブ・ラーニング）や、STEAM 教育、個別最適な学びなどが新たに示されて
いる。従来の科学教育観を変容させ続け、多様な学習者に対し、社会とのかかわりを持ちながら
科学を学んでいくことが必要とされている。しかし、学校教員や教員を目指す学生は、今までの
学校経験のみを反映し、それに基づいた学習観を再生産することに留まる場合が多いという問
題点が指摘されている。 
学校教員は、その業務が多岐にわたり、明確な目的・目標を掲げづらいことから、専門的成長

への意欲を下げている可能性が示されており、その対策として教員自身の振り返り作業の重要
性が示されている（Baird 1999）。様々な学習観が示される中、自身の教科特有信念が何なのか、
教員として今後成長していくためにどのような課題があるのか、それにどう取り組んでいくの
かを、教員自身が主体的・対話的に学習する必要性がある。 
人の学びと成長、それ自体を、現代の日本と北欧における学校教員がどのように捉えているの

か、また、それを踏まえ、教員養成課程における大学生がどのように「学習者」としての学習観
と「教員」としての学習観を両立し、成長につなげていくのかを検討するために、現象学的アプ
ローチの可能性を検討する。現象学的アプローチは、質的研究アプローチの中でも他のグラウン
デット・セオリー、会話分析、などと比べて科学教育研究ではあまり一般的でない。しかし、看
護の分野（渡邉ら 2004）や教育学全般（Baird 1999）では国内外問わず用いられており、研究
者や行政ではなく教員自身の視点を明らかにすること、今までの理論枠組に捉われない新しい
視点を示すことができる可能性が示唆されている（Nazir 2016）。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の初等・中等教育に携わる学校教員が持つ「教科特有信念」を明らかに

し、教員自身が自分の持つ「理科/科学の学習観」を振り返るプログラムを開発することにより、
教員の持続的な専門的成長を支援する方策を示すことであった。そのために、日本と北欧の初
等・中等学校教員の科学教育の教科特有信念を調査し比較すること、これにより現在の日本の学
校教員が持つ理科/科学の学習観の特徴とその課題を示すこと、次期学習指導要領に導入された
「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」における学習観とを比較し、教員養
成課程における大学生が自らの学習観を振り返るプログラムの開発・実践・評価を行うことを予
定していた。 
 
３．研究の方法 
(1)学校教員に対する学習観に関する質的調査 
日本とデンマーク、南アフリカの初等・中等学校教員に対して、インタビュー、描画手法を用

いた質的調査を行った。データを現象学的アプローチで分析し、学習観という視点から結果をま
とめた。対象となる教員は、特に理科/科学に関心があり、国際共同プロジェクトや大学などの
高等教育機関との共同プロジェクトなどへの参加経験がある専門的成長への意欲を持った初等・
中等教育段階の学校教員を選出した。 
(2)現象学的アプローチへの理論的検討 
教育学における質的調査方法の一環として行われる現象学的アプローチだけでなく、現象学

の理論そのものに立ち返り、教育における現象学を実践する van Manen の理論を検討した。それ
に伴い、現象学的アプローチが明らかにする教員自身のまなざしの主観性を明らかにし、研究者
との多重性を検討し、どのような研究的枠組みが必要なのかを当事者研究の枠組みを用いて検
討した。 
 
４．研究成果 
新型コロナウイルス（COVID-19）の流行に伴い、国外での海外研修が制限され、現地での交流

を行うことが不可能になったことから、教員養成課程における大学生の振り返りプログラムの
開発を行うことが出来なかった。一方で、世界規模での感染症拡大による対応や、オンライン授
業の導入により、学びに対する教員個々人の考え方や学習者に対する考え方そのものを振り返
る必要性が社会的に生じることとなった。これらの社会的背景に伴い、学びに向かう動機、学習
者の学びに対する教育者の考え方そのものを考察することが必要となった。そのため本研究は、
現在の日本の学校教員が持つ「理科・科学の学習観」を、他国の学校教員のものと対比させなが
ら、これからの教育において重要とされる「主体的・対話的で深い学び」に向けて、教員自身が
自らの学習観を振り返りつつ、専門的成長へと繋げていくことの出来る方策として、現象学的ア
プローチの可能性を検討した。 
 
（1）学びに対する情動 



布柴・吉田（2019）と、吉田（2019）では、自らの教育観を振り返る場面として、学びの楽しさ
を共有する体験、成功体験に着目した。大学生と教員が教える現場において、学習者を通して自
らも新たな視点を得、学習者から学ぶ、学ぶことによって楽しむ、という体験が教育者にとって
重要であることが分かった。また、教える立場で教育現場に在りながらも、自らも学ぶ主体であ
ること、教育現場を分析する研究者の視点も持っていることから、教員自身の視点の多重性に着
目する必要性を示した。 
 
（2）現象学的アプローチの可能性 
Yoshida(2021)、Yoshida(2023)では、デンマーク・南アフリカと日本の科学教員に対して、半構
造化インタビューおよび描画手法をもちいて調査した結果を分析し、日本の科学教員が「分か
る・理解する」ことを教える中で重要視していること、その一方で、学びを楽しむといった情緒
面や、学習者が主体的に関わりながら「学びに向かう力」をどのように身につけ、持続的に育ん
でいくのか、その方策に関する振り返りが不足しているのではないかとの仮説を立てた。現象学
的アプローチは、分析を行う研究者自身と、調査対象である教員の経験を現象として捉え、客観
的事実だけでなく、主観的認識に着目する。これにより、言語化しづらい文化的背景に基づく教
員の学習観自体にアプローチできる可能性を示すことが出来た。 
 
（3）現象学的アプローチによる研究者・教育者の当事者研究の可能性 
吉田(2023)では、当事者研究の枠組みで科学教育における現象学的アプローチの方法論を再構
成していく可能性を示した。学習者、教育者、教育研究者の主観的まなざしから、学習空間で起
こっている現象自体に着目することが、個別最適な学びや、学びの主体性、学びの深さなどを探
索できる可能性を示した。 
 
総括すると、まず、現象学的アプローチは、科学教育の文化研究において、言語化しづらい文化
的背景に基づく教員の学習観自体にアプローチできる可能性がある。これにより、異文化間での
学習や国際的な学習の議論および評価において、それぞれの文化にある学習の課題や利点をよ
り深く議論することが出来る。 
また、現象学的アプローチによって明らかになる、教員の信念や主観、学習者の主体性や継続性
は、日本の科学教育で課題とされている「科学を楽しむ、学びを楽しむ」という視点をより深く
洞察し、その要素を明らかにし、変化の特徴をつかむにあたって有用である。 
そして、文化的背景や学習上の困難など、多様な学習者に対して、科学教育が一体何が出来るの
か、どのように科学教育を行えばよいのか、といった多様性の文脈においても、活用していく可
能性が示された。これは、科学教育が STEM・STEAM 教育や総合的学習の中で、学習者の学びの総
合性・持続性を考えるにあたっても有用である。そして、科学教育で教員が何を教えたいと思っ
ているのか、そこに付随する文化的背景を明らかにすることは、これからの科学教育を考え、議
論するにあたっての核を作っていくと考えられる。 
以上が、本研究の成果である。 
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